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１．はじめに 

 

福井都市圏（福井県嶺北地域）では、平成元年に

パーソントリップ調査を行い、その結果も活用しな

がら都市交通施設の整備・運用を行ってきている。

しかし、近年の人口の伸び悩みと減少見通し・高齢

化の進展・自動車保有の進展・中心市街地の空洞化

と都市機能の郊外化など取り巻く環境の変化と、予

想を上回る交通の変化（平成２年からの10年間でバ

ス利用者数が約５割・鉄道利用者数が約２割減少、

等）等が生じてきている。そのため、福井県では交

通の実態を改めて把握し、その結果に基づいて今後

の福井都市圏にとって望ましい交通施設の整備・運

用方策を検討するため、平成17年度よりパーソント

リップ調査を行うものとした。 

一方、モビリティ・マネジメントは、「一人ひと

りのモビリティが社会にも個人にも望ましい方向に

自発的に変化することを促す、コミュニケーション

を中心とした交通施策」1)と定義づけられており、

自動車利用の進展に起因する様々な問題（道路渋滞、

公共交通の衰退、中心市街地の空洞化、等）への一

つのソフト的な対応方策として各地域で導入が図ら

れている。 

 上記のような自動車利用の進展と公共交通の衰退

が著しい福井都市圏などの地方都市圏でも本手法の

積極的な導入により、これらの問題を軽減すること

が可能になると考えられる。そのため、福井都市圏

ではパーソントリップ調査の実施に併せて、モビリ 
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ティ・マネジメントに向けた取り組みを行うものと

した。 

以下では、福井都市圏パーソントリップ調査にお

けるモビリティ・マネジメントの考え方と、取り組

みの事例について紹介するものである。 

 

２．パーソントリップ調査とモビリティ・マネジメ

ント 

 

パーソントリップ調査は一般にはいわゆる本体調

査と付帯調査を行い、総合的な都市交通計画として

長期にわたるネットワーク等の整備計画（将来交通

量予測を含む）と、短・中期的なＴＤＭ施策等の交

通戦略の実施計画などを立案することが多い。 

パーソントリップ調査は国内の交通関連の行政部

局が主体となるアンケート調査の中でも最大規模の

調査として位置づけることができるもので、対象地

域の３～10％程度の居住者が調査対象者として抽出

される。ここで、パーソントリップ調査のようなア

ンケート調査を従来の交通実態の把握・交通データ

の収集という視点で捉えることから、「交通行政と

一般の人々とのコミュニケーション」という側面を

もつ点にも着目するなら、モビリティ・マネジメン

トを効果的かつ大規模に展開する機会として捉え直

すこともできる。しかも、福井都市圏のように自動

車利用の進展と公共交通の衰退への対応という点に

パーソントリップ調査の主目的が設定されている場

合、その目的を達成するための一つの重要な手段と

してモビリティ・マネジメントを採用することは、

一つの合理的な選択とも考えられる。 

こうした背景から、今回の福井都市圏での検討で

は、自動車利用の適正化と生活交通の維持活性化の

ために、ネットワークの整備計画及びＴＤＭ施策等

に加えて、さらに以下の２点の方向性を検討するも



のとした。 

①総合的な都市交通政策として上記の計画立案の他

に、市民への啓発活動である「モビリティ・マネジ

メント」にも着目し、福井都市圏における取り組み

の方向性・対象とすべき地域の検討・導入すべき内

容などについて検討 

②大規模交通調査の実施と一体的にモビリティ・マ

ネジメントのための取り組み（コミュニケーション

アンケート調査など）を行い、市民に対する啓発活

動を広範囲に実施（交通計画の立案に加えて、交通

施策の実施の取り組み） 

 

 具体には、平成17年度のパーソントリップ調査の

実施に併せて、本体調査の中にモビリティ・マネジ

メントのための設問を盛り込むことを検討している。

また、本体調査の対象世帯のうち意向のある世帯に

対しては、コミュニケーションアンケート調査を行

い、自動車から公共交通などに利用転換した場合の

プランニングの記述を通じて、自動車利用の適正化

と公共交通の利用促進を福井都市圏全体で広範囲に

図ることを検討している。 

 

 モビリティ・マネジメントについては、これまで

の国内外の種々の事例より、自動車利用をおおよそ

１～３割程度削減する一方、公共交通等の利用を促

進する効果が得られている1)。しかし、福井都市圏

の様ように自動車利用に大きく依存した地域（世帯

あたりの自動車保有台数は全国１位の1.73台、自動

車分担率は全国５位2)）でのモビリティ・マネジメ

ントの可能性については明らかになっていない部分

もある。 

 そのため、平成17年度以降に本格的にモビリテ

ィ・マネジメントを検討すべきかを判断するために、

平成16年度にはプリサーベイとしてバス利用の利便

性の高い地域でモビリティ・マネジメントに取り組

むことにした。 

 

３．平成16年度のモビリティ・マネジメントへの取

り組み事例 
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図－１ 総合的な都市交通政策への取り組みの考え



ップ調査と一体的に実施することを想定しているこ

とから、今回の取り組みでは、市民を対象として世

帯単位で、事後調査を伴う標準型のトラベル・フィ

ードバック・プログラム（ＴＦＰ）手法を採用する

ものとした。 

具体的には、公共交通（バス）利便性の高い約4,

000世帯からなる地区のうちの1,100世帯に対して、

事前調査票を配布・郵送で回収した。回収した世帯

のうち一部に対して、コミュニケーションアンケー

トを行い自動車利用の適正化と公共交通利用の促進

のためのＰＲ活動・アンケート調査を行った。また、

その約１ヶ月後には事後調査を行い、コミュニケー

ションアンケートによる効果（手段選択の変化動

向）を確認している。 

 

（２）調査概要 

 調査は上述したように、事前調査・コミュニケー

ションアンケート調査・事後調査の３段階で行って

いる。以下に各々の調査概要について示す。 

a)事前調査 

 事前調査は各世帯に対して、後のコミュニケーシ

ョンアンケート調査への参加意向を把握すること、

参加意向を示した世帯に対して現在の公共交通や自

動車利用の状況を把握することを主目的としている。

配布物件は、調査趣旨を示した依頼状、事前調査票

（官製葉書）の２つである。 

b)コミュニケーションアンケート調査 

 コミュニケーションアンケート調査は、各世帯に

対して自動車利用の見直しを啓発することを主目的

としている。配布物件は、依頼状、コミュニケーシ

ョンアンケート調査票、記入例、返信用封筒・動機

付け冊子（自動車利用のメリットデメリットを簡易

に解説）・ふくいのりのりマップ（福井市内・県内

のバス・鉄道の路線案内）などである。 

c)事後調査 

 事後調査は、コミュニケーションアンケートの実

施により自動車や公共交通の使い方がどの様に変化

したか、それを通じた効果の把握を行うことが主目

的である。この調査では往復葉書を調査票として用

いている。 

 

（３）調査票の配布・回収状況 

a)事前調査 

事前調査の調査票は、平成16年11月に調査対象世

帯の郵便受けに直接投函することで配布した。 

約２週間の回収期間内に合計237票（回収率21.

5%)の調査票を得ている。回収した事前調査の調査

票に対して、自動車利用の見直し意向がありコミュ

ニケーションアンケートに参加する意向のある世帯

を抽出した結果、154世帯（回収票数の65.0%）を以

後の調査対象とするものとした。 

b)コミュニケーションアンケート調査 

本アンケート調査票は平成17年１月７日（金）に、

154世帯のうちの103世帯（全体の約２／３）に対し

て、郵送により配布した。約３週間の回収期間内に

合計80票（回収率77.7%）の調査票を得ている。 

c)事後調査 

本調査は、平成17年２月18日に、コミュニケーシ

ョンアンケートを回収した80世帯とコミュニケーシ

ョンアンケートを行っていない51世帯の合計131世

帯に対して、郵送により配布した。約２週間の回収

期間内に、合計101票（回収率77.1%）の調査票を得

ている。 

 

（４）調査対象者の交通行動の変化状況 

以下では、コミュニケーションアンケートを実施

したグループ（以下、「ＣＡ有り」）と、コミュニ

ケーションアンケートを実施していないグループ

（以下、「ＣＡなし」）によって、事前調査と事後

調査の間で交通行動の変化動向等を把握する。 

a)自動車利用の変化 

全サンプルの自動車利用回数については、事前調

査から事後調査にかけての約２ヶ月の間に8.0%減少

している。その中で、ＣＡ有りの層は、10.4%減少

しており、ＣＡなしの層に比べて減少幅が大きくな

っている。 

この結果より、コミュニケーションアンケートを

行うことで、自動車利用トリップの適正化が行われ

た可能性が示唆される。 

b)公共交通利用の変化動向について 

全サンプルの公共交通利用回数は、事前調査から

事後調査にかけて14.5%増加している。その中で、

ＣＡ有りの層は25.0%増加しており、ＣＡなしの層

に比べて増加の幅が大きい。 



この結果より、コミュニケーションアンケートを

行うことで、公共交通利用の促進を図ることができ

た可能性が示唆される。 

 
c)今後の利用意向について 

事後調査では、今後の自動車や公共交通の利用意

向について把握している。この結果からは、コミュ

ニケーションアンケートを行うことで、対象者に対

して今後の自動車利用の見直しと公共交通の利用促

進をＰＲできている可能性が示唆される。 
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図－２ 今後の自動車利用抑制意向 
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図－３ 今後の公共交通利用意向 
 
 

４．今後の予定 

 

既に自動車利用が進展している福井都市圏でのモ

ビリティ・マネジメント導入の可能性について、一

部地域へのコミュニケーション・アンケート調査を

通じて確認した。その結果、小サンプルでの調査で

はあるが、公共交通の利便性を高めることで、モビ

リティマネジメントの実施により自動車交通の削減

や公共交通の利用増加の効果を一層発揮し、その意

向が今後も継続する傾向が発揮される可能性が確認

された。 

福井都市圏では平成17年度にパーソントリップ調

査が行われる予定となっている。その中ではいわゆ

る「本体調査」の中の一設問項目として、自動車利

用の仕方を振り返ってもらう設問項目（行動プラン

法1)）を導入することを検討している。それに加え

てパーソントリップ調査と一体となった数千サンプ

ル程度の大規模なコミュニケーションアンケートを

予定しており、これを通じて市民への啓発活動を行

うと共に、両者のデータをリンクさせて分析するこ

ととしている。これによりモビリティ・マネジメン

トの効果が高い地域の交通特性把握などを行い、福

井都市圏における面的なモビリティ・マネジメント

の導入可能性についても検討していく予定としてい

る。 
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表－１ コミュニケーションアンケート前後での 
１ヶ月当たり自動車利用回数の変化 

①事前調査 ②事後調査 ②／①

ＣＡ有り 93 83 89.6%

ＣＡなし 114 107 94.5%

合　計 102 94 92.0%

単位：回／世帯・月

表－２ コミュニケーションアンケート前後での 
１ヶ月当たり公共交通利用回数の変化 

①事前調査 ②事後調査 ②／①

ＣＡ有り 7.2 9.4 131.5%

ＣＡなし 10.7 10.7 99.7%

合　計 8.7 10.0 114.5%

単位：回／世帯・月  
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